
防災非常通信セミナー 

防災気象情報 

平成２７年１月２９日 

～気象災害から人々を守るために～ 

「ひまわり８号」による初画像 
平成２６年１２月１８日午前１１時４０分（日本時間） 

梶原 靖司（気象庁予報部） 

http://www.jma.go.jp/jma/
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洪水 がけ崩れ、土石流 

暴風雪 竜巻 

高波 暴風 高潮 大雪 雷 

日本で発生する主な気象災害 

http://www.jma.go.jp/jma/
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短時間強雨発生回数の長期変化 

新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会（H26 国土交通省)より 

http://www.jma.go.jp/jma/
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4 新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会（H26 国土交通省)より 

近年の災害 

http://www.jma.go.jp/jma/
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新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会（H26 国土交通省)より 

主な水害と気象業務の主な施策 

http://www.jma.go.jp/jma/
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平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 

「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」 
 市町村が行う避難勧告等の判断により適合した内容や 
タイミングによる警報等の発表が必要 

宮崎、北海道
佐呂間で竜巻 

局地的大雨による災害多発、 
８月末豪雨 

東日本大震災 

新燃岳噴火、土砂災害緊急情報 

大雨災害における避難のあり方等検討会報告 

【平成16年国土交通省政策レビュー】 
 防災活動の段階に適合した防災気象情
報を発表する。 

 市町村長の避難勧告等の判断や住民の
避難行動を一層支援する。 

 土砂災害、洪水に関する警報等の高度
化を図る。 

 市町村等の行政単位を対象とした警報
等の発表をめざす。 

平成18年豪雪 

中国・九州北部豪雨、 
兵庫県佐用町の水害 

気象情報の改善 
（短文形式） 

竜巻等突風予測
情報改善検討会 

高温注意情報開始 

市町村警報・注意報 

交通政策審議会気象分科会（局地的大雨） 

大雨警報等の基準に土壌雨量指数、
流域雨量指数を導入 

竜巻注意情報開始 

土砂災害警戒情報開始（全国） 

突風等短時間予測情報利活用検討会 

指定河川洪水予報改善（レベル化） 

土砂災害警戒情報開始（鹿児島） 

新潟・福島豪雨、福井豪雨、台風10個上陸、風水害死者・行方不明者233人 

気象レーダー観測を５分ごとに 

5日先まで台風進路予報 

特別警報開始 

土砂災害への警戒の呼び
かけに関する検討会 

防災気象情報の改善 
に関する検討会 

災害時の避難に関する専門調査会報告 

茨城・栃木等竜巻、九州北部豪雨 

新潟・福島豪雨、台風第12号 

H25.3 北海道暴風雪 
H25.7-8特別警報相当大雨 
台風第18号で特別警報 
台風第26号伊豆大島土砂災害 
H26.2 関東甲信地方等大雪 

「避難勧告等の判断・伝達マニュア
ル作成ガイドライン」の改定 

広
島
土
砂
災
害 

近年の災害と防災気象情報の改善 

http://www.jma.go.jp/jma/
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竜巻注意情報 

竜巻など激しい突風の発生する 

危険な気象状況の場合に発表。 

栃木県竜巻注意情報 第１号 
平成２５年６月２２日１４時５４分 宇都宮地方気象台発表 
 
栃木県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状
況になっています。 
 
空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積
乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動
するなど、安全確保に努めてください。 
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 
 
この情報は、２２日１６時００分まで有効です。 

台風に関する情報 

台風の中心位置や強度の実況および予
測に関する情報を発表。 

特別警報の種類 

 大雨、暴風、暴風雪、大雪、 

 高潮、波浪 

警報の種類 

 大雨、暴風、暴風雪、大雪、 
 高潮、洪水、波浪 

注意報の種類 

 大雨、強風、風雪、大雪、 
 高潮、洪水、波浪、 
 濃霧、雷、乾燥、なだれ、 
 着氷、着雪、霜、低温、融雪 

○○県（○○地方）気象情報 

警報等を予告、補完する事項または 

少雨・低温など注意を喚起すべき 

事項を気象情報として発表。 

記録的短時間大雨情報 

数年に一度程度の短時間の 

大雨が観測された場合は、 

記録的短時間大雨情報として発表。 

島根県記録的短時間大雨情報 第２号 

 

平成１７年７月２日０２時５０分 松江地方気
象台発表 

 

 ２時３０分島根県で記録的短時間大雨 

 美郷町付近で約１００ミリ 

 温泉津町付近で約１００ミリ 

 飯南町付近で約１００ミリ 

 大田市付近で約１００ミリ 

大雨警報の基準例（広島市） 

平坦地 

平坦地以外 

3時間に80mm 
1時間に60mm 

1km格子毎に設定（最低値：90） 

雨量基準（主に浸水害を対象） 

土壌雨量指数基準（土砂災害を対象） 

“３日先まで“ の進路及び強さの予報、  
 ”５日先まで“の進路の予報を発表 

指定河川洪水予報 

河川管理者（国土交通省、都道府県） 

と共同し、河川を指定して発表。 

土砂災害警戒情報 

土砂災害の危険度が非常に高まったと
きに、対象となる市町村を特定して都
道府県と気象庁が共同して発表。 

気象庁が発表する気象警報等 

http://www.jma.go.jp/jma/
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・尋常でない大雨や津波など、命に関わる非常事態が迫っていることをお知らせする情報。 
・災害の起こるおそれを、「注意報」、「警報」、「特別警報」の３段階の情報体系で伝える。 
・特別警報が出た場合には、住民は直ちに地元市町村の避難情報に従う等適切な行動を。 

イメージ 

警
報
 

入山規制等 

平常 

３ｍ超 

１～３ｍ 

内陸まで影響が及ぶ大津波の
おそれが大きいときに発表 

居住地域に影響が及ぶ噴石や火砕
流のおそれが大きいときに発表 

噴火 津波 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

0:00 12:00 0:00 12:00

数十年に一度の大雨となる
おそれが大きいときに発表 

大雨 

警報を発表 

その後も降り続き、
降水量が警報基準
を大きく超えるよ
うな大雨 

降
 
水
 
量
 

特
別
警
報
 

特別警報とは 
（平成25年8月30日運用開始） 

http://www.jma.go.jp/jma/
http://www.jma.go.jp/jma/
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表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁HPに掲載 

現象の種類 基準 

大雨 
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは、数十年
に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合 

暴風 

数十年に一度の強度の台風や同程
度の温帯低気圧により 

暴風が吹くと予想される場合 

高潮 高潮になると予想される場合 

波浪 高波になると予想される場合 

 暴風雪 
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想さ
れる場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

◎数十年に一度の大雨などが予想された場合に特別警報を発表 

気象に関する特別警報の発表基準 

http://www.jma.go.jp/jma/
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雨を要因とする特別警報の指標 

・以下①又は②いずれかを満たすと予想され、かつ、 
・更に雨が降り続くと予想される 
場合に、大雨特別警報を発表します。 

① 48時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度
の値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲
内で50格子以上出現。 

② 3時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度の
値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲内
で10格子以上出現（ただし、3時間降水量が150mm※2以
上となった格子のみをカウント対象とする）。 

土壌雨量指数※１：降った雨が地下の土壌中に貯まっている状態を表す値。この値が大きいほど、土砂災害発生の危険性が高い。 
 
3時間降水量150mm ※２ ：1時間50mmの雨（滝のようにゴーゴー降る、非常に激しい雨）が3時間続くことに相当。 

http://www.jma.go.jp/jma/


命名相当※の被害をもたらした多くの事例が該当します。 
（命名相当※：損壊家屋1,000棟程度以上、浸水家屋10,000棟程度以上） 

11 

雨を要因とする特別警報の指標を満たす主な事例 

http://www.jma.go.jp/jma/
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「伊勢湾台風」級の異常な台風に伴う特別警報 
（大雨、暴風、高潮、波浪） 

高潮等による被害の状況 
（出典：伊勢湾台風災害誌（名古屋市）） 

上陸時の中心気圧が低い台風 
  1位 室戸台風（中心気圧911.6hPa、昭和9年） 
  2位 枕崎台風（中心気圧916.1hPa、昭和20年） 
  3位 第2室戸台風（中心気圧925hPa、昭和36年） 
  4位 伊勢湾台風（中心気圧929hPa、昭和34年） 
  5位 平成5年台風第13号（中心気圧930hPa、平成5年） 

（伊勢湾台風再現イメージ） 「伊勢湾台風」（昭和34年9月） 

389cm（名古屋港、観測史上1位） 
熊野灘での最大波高10m以上（推定） 

トップクラスの勢力 

立っていられないくらいの猛烈な風 

最大風速45.4m/s（伊良湖） 
最大瞬間風速55.3m/s （伊良湖） 

4mの高潮、10mの高波 

「伊勢湾台風」級の台風が
来襲する地域に、大雨、暴
風、高潮、波浪の特別警報
を発表します。 

未曽有の被害 

死者・行方不明者5,000人以上 
負傷者30,000人以上 
全半壊15万棟以上 
床上浸水15万棟以上 

http://www.jma.go.jp/jma/
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雪を要因とする特別警報 

 府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深となり、か
つ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続くと予想される
場合に、大雪特別警報を発表します。 

（注）50年に一度の積雪深の値が小さな地域については、既往最深積雪の値なども用いて指標を設定する。 

昭和38年1月豪雪 

昭和56年豪雪 

死者・行方不明者 231人 
住家全半壊 1,735棟 
床上・床下浸水 6,978棟 

指標を満たす主な事例 

死者・行方不明者 152人 
住家全半壊 466棟 
床上・床下浸水 8,097棟 

各地点における50年に 
一度の積雪深の値（cm） 

0-50 

51-100 

101-200 

201-350 

351-550 

データ不足のため、50年に
一度の値が算出できない地点 

http://www.jma.go.jp/jma/
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気象に関する特別警報発表事例 

平成26年9月16日5時5分 
京都府、滋賀県、福井県に 
大雨特別警報を発表 
（運用開始後初） 

平成25年 
台風第18号 

平成25年9月16日18時までの24時間降水量（解析雨量） 

0

100

200

300

0

10

20

30

40

50

0時 3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時 24時 3時 6時 9時 12時 

1時間降水量（ミリ） 

積算降水量（ミリ） 

一
時
間
降
水
量
（ミ
リ
） 

積
算
降
水
量
（ミ
リ
） 

大雨特別警報 
16日5：05 

大雨警報 
15日18:48 

滋賀県大津市南部 

９月１６日０３時 

16日8時前、愛知県
豊橋市付近に上陸 

大雨注意報 
15日13:54 

【気象に関する特別警報発表事例】 
平成25年9月 京都府・滋賀県・福井県（平成25年台風第18号に伴う大雨） 
平成26年7月 沖縄県（平成26年台風第8号に伴う暴風・波浪・高潮・大雨） 
平成26年8月 三重県（平成26年台風第11号に伴う大雨） 
平成26年9月 北海道（大気不安定に伴う大雨） 

15日00時～16日24時 
9月の月平年値との比 

園部234% 
(京都府南丹市) 

信楽197% 
(滋賀県甲賀市) 

http://www.jma.go.jp/jma/
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約１日程度前 
大雨の可能性が 

高くなる 

半日～数時間前 
大雨始まる 

数時間前 
～２時間程度前 

強さ増す 

大雨が一層 
激しくなる 

広い範囲で 
数十年に一度の 

大雨 

・担当職員の連絡態勢確立 

・気象情報や雨量の状況を
収集 

・注意呼びかけ 

・警戒すべき区域の巡回 

・避難場所の準備・開設 

・必要地域に避難準備情報 

・応急対応態勢確立 

・必要地域に避難勧告 

・避難呼びかけ 

市町村の対応 

・特別警報が発表され非常
に危険な状況であること
の住民への周知 

・警報の住民への周知 

・必要地域に避難指示 

・直ちに最善を尽くして 
身を守るよう住民に呼び
かけ 

気象情報･空の変化に注意 

•気象情報や外の様子に注意 
•非常用品や避難場所、避難
ルートを確認 

•窓や雨戸など家の外の点検 

自治体が発表する避難に関する情報に
留意し、必要に応じ速やかに避難 

直ちに地元市町村の避難情報に従う等適切な行動を 
避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は、 
家の中でも２階などの安全な場所にとどまる。 

｢住居の位置｣や｢住居の構造｣、 
｢既に浸水が生じている状況なのか否か｣ 
によって｢自宅外避難｣の必要性は異なり 
ますので、冷静な判断が重要です。 
災害から命を守ることができる行動を 
考えておきましょう。 

•周りより低い場所など、
危険箇所を把握 

•避難場所や避難ルートを
確かめておく 

Point 

Point 
住民の行動 

防災気象情報の効果的な活用（大雨の場合） 

気象庁の情報 

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を 
雨･風の影響を受けやすい地区、避難困難者は早めの行動を 

大雨 

http://www.jma.go.jp/jma/


段階的に発表される防災気象情報 

竜巻注意情報 

記録的短時間 
大雨情報 

16 

週間天気予報 

土砂災害警戒情報 

天気予報 

気象警報・注意報 

（大雨に関する）○○県気象情報 

台風に関する気象情報（台風予報） 

1時間前 3時間前 

3日前 5日前 1週間前 

随時に発表 

（大雨）特別警報 
災害につながるような 

気象（現象）の発生が予想 
される場合 

定期的に発表 
天気分布予報 

ナウキャスト 
（降水・雷・竜巻） 

降水短時間予報 

指定河川洪水予報 

http://www.jma.go.jp/jma/
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ブロッキング 

低気圧 

台風 
前線 

集中豪雨 

積乱雲 

竜巻 

１分 １時間 １日 １週間 

100m 

1km 

10km 

100km 

1000km 

10000km 

［空間スケール］ 

［時間スケール］ 

高気圧 

大気中の現象（擾乱）等の現象は特有の
空間・時間スケールを持っている 

小さな規模の現象はより大きな規模の
現象の一部となっており、その影響を
受けている 

ダウンバースト 

空間的・時間的に規模の小さな現象ほど、 
いつ・どこで発生するか予測することは困難 

天気図で表せる 

レーダーで 
観測できる 

数値予報で予測可能 

運動学的手法が効果的 

数百キロ程度の領域のどこかで 
発生することは数値予報で予測可能 

現象のスケールとそれに応じた予測手法 



18 

局地モデル 

• 日本周辺の気象の予測 
• 水平解像度2km、鉛直60層 
• 1日24回9時間予報 
• 側面境界値 メソモデル 

メソモデル 

• 日本周辺の気象の予測 
• 水平解像度5km、鉛直50層 
• 1日8回、39時間予報 
• 側面境界値 全球モデル 

全球モデル 

• 地球全体の気象の予測 
• 水平解像度20ｋｍ、鉛直100層 
• 1日4回、84-264時間予報 

一般的に格子間隔の５～８倍のスケールの現象を表現することができる。 

気象庁の数値予報 

http://www.jma.go.jp/jma/
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発達した積乱雲に伴う災害 

積乱雲（入道雲）の下では、
竜巻・雷・強い雨が発生し 
大きな被害につながります 

http://www.jma.go.jp/jma/


地域により発生確認数の違いがありますが、北海道から沖縄にかけて広く確認さ
れており、日本のいずれの場所でも竜巻などの激しい突風の発生する可能性があ
るといえます。 

竜巻分布図 

http://www.jma.go.jp/jma/
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急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 

地上観測 高層気象観測 レーダー 

□アメダス 
□国交省 
□自治体 

雨量計約10,000台 
地上観測156地点 

気象庁 20基 
国交省 XRAIN 35(+3)基 

ラジオゾンデ16か所 
ウィンドプロファイラ33か所 

雷監視システム 
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急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 

栃木県竜巻注意情報 第１号 
平成２５年６月２２日１４時５４分 宇都宮地方気象台発表 
 
栃木県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。 
 

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがあ
る場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 
 
この情報は、２２日１６時００分まで有効です。 
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目撃情報を活用しない場合の情報文 
（現行の竜巻注意情報と同じ） 目撃情報を活用する場合の情報文 

○○県竜巻注意情報 第○号 
平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地
方気象台発表 
  
○○県は、竜巻などの激しい突風が発
生しやすい気象状況になっています。 
  
  
  
空の様子に注意してください。雷や急な
風の変化など積乱雲が近づく兆しがある
場合には、頑丈な建物内に移動するなど、
安全確保に努めてください。 
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してく
ださい。 
この情報は、△日１３時５０分まで有効で
す。 

○○県竜巻注意情報 第○号 
平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地
方気象台発表 
  
【目撃情報あり】○○県南部で竜巻など
の激しい突風が発生したとみられます。 
○○県は、竜巻などの激しい突風が発生
するおそれが非常に高まっています。 
  
空の様子に注意してください。雷や急な
風の変化など積乱雲が近づく兆しがある
場合には、頑丈な建物内に移動するなど、
安全確保に努めてください。 
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してく
ださい。 
この情報は、△日１３時５０分まで有効で
す。 

目撃情報を活用した竜巻注意情報 
（平成26年9月2日から開始） 

http://www.jma.go.jp/jma/


高解像度降水ナウキャスト 
（平成26年8月から提供開始） 
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広島市の被災地 

刻々と近づいてくる雨雲の様子と１時間先までの予想がわかります。 

スマホ版もあります! 
 

http://www.jma.go.jp/jma/


高解像度降水ナウキャストで
は、ボタンの選択により30分

先までの強雨の移動域や、
竜巻発生確度２または雷活
動度４の領域を同時に表示
できる。 

高解像度降水ナウキャスト 
（平成26年8月から提供開始） 

25 

http://www.jma.go.jp/jma/
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土砂災害警戒情報・土砂災害警戒判定メッシュ情報 

土砂災害の危険度が非常に高まった市町村に対して、都道府県と気象庁が共同で発表。 
危険度が高まっている領域は「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で確認してください。  

http://www.jma.go.jp/jma/
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土砂災害警戒判定メッシュ情報・土砂災害警戒区域等 

土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等出典： 土砂災害ポータルひろしま（http://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/portal/map/kiken.aspx）の図に着色 

＋ ＝ 

＋ ＝ 

素因 誘因 
高 
 
 
 
 

危
険
度 
 
 
 
 
 

低 
 

 土砂災害警戒情報や大雨警報が発表されたときは、「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で 
詳細を確認してください。 
 特に、土砂災害警戒情報や大雨警報の基準を超過しているなど、土砂災害の危険度が 
高まっているメッシュ内の土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等（状況に応じて周辺区域 
を含む）にお住まいの方は、早め早めの避難行動をとってください。 

 
土砂災害の危険度の高まり 

 
実況で土砂災害警戒情報の基準を超過  

予想で土砂災害警戒情報の基準を超過 

実況または予想で大雨警報の基準を超過 
実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準を超

過 
実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準未

満 

内閣府ガイドライン（P31～P37）において、 
メッシュ内の土砂災害危険箇所・警戒区域等を対象に 

発令を検討することとされている避難情報 

避難指示 

避難勧告 

避難準備情報 

－ 

－ 

http://www.jma.go.jp/jma/


台風と進路予報 
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平成２６年 
台風第１１号 

台風進路予報誤差の経年変化 

http://www.jma.go.jp/jma/


台風と進路予報 
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2014 年（平成 26 年）の台風経路図 
  

経路の両端の●と■は台風（第 1 号～第 23 号）の発生位置と消滅位置。 数字は台風番号を示す。  

http://www.jma.go.jp/jma/
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気象台が発表する防災気象情報の市町村への伝達 

気象庁 
ホームページ 

報道機関 都道府県等 
防災関係機関 

気象庁本庁 

市町村・消防本部など 

民間気象事業者 
通信事業者 
地方公共団体 
大学・研究機関 
企業施設など 

国民 
（インターネット） 

専用線 

都道府県等 
連携機関 

気象庁の 
法定伝達義務を 
果たすための仕組み 

インター 
ネット経由 

NTT-FAX 

オンライン 

オンライン 

J-ALERT 

総務省消防庁 

地方気象台等 

警報・注意報 
など 

専用線 

民間気象業務 
支援センター 

オンライン 

本庁または 
地方気象台等経由 

１７７ 
電話サービス 

インターネット経由 
（id管理） 

防災情報 
提供システム 

防災情報 
提供システム 

警報・注意報、気象情報等は都道府県、NTTを通じて伝達されるほか、J-ＡＬＥＲＴや報道機関を通じ
て入手することができます。 
防災情報提供システムや気象庁ホームページでは、必要な情報を閲覧することができます。 

http://www.jma.go.jp/jma/
http://www.jma.go.jp/
http://www.tokyo-jma.go.jp/home/mito/sub_index/index2.html
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自分の命を守るための防災情報の入手 

このほかにも 
民間気象会社等
が運営するサイト
で見られます 

気象庁ホームページ
http://www.jma.go.jp/ 

国土交通省 防災情報提供センター 
携帯電話サイト

http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html 

降水、雷、竜巻発
生確度ナウキャス
トも見ることができ
ます。 

http://www.jma.go.jp/jma/
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html
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１ 「避難」に関する考え方をあらためて整理 

 → 災害種別毎に「避難が必要な区域」の考え方を示した。 

２ 避難勧告等の判断基準をわかりやすく設定 

 → 避難勧告等の判断のために「参照する情報」を具体的に示した。 

３ 市町村の防災体制の考え方を例示 

４ 避難行動について住民に認識してもらう仕組を提案 

内閣府「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」 
http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/guideline/guideline_2014.html 

市町村が避難勧告等の基準を検討するには防災関係機関との調整が必要であることから、
1～2年を目処に見直しを求めることとする。 

今後の運用実態等を踏まえ、必要に応じてガイドラインを修正する。 

今後の予定 

主な変更点 

主な経緯 

http://www.jma.go.jp/jma/
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新たなステージに対応した防災・減災のあり方 

「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 

http://www.jma.go.jp/jma/
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新たなステージに対応した防災・減災のあり方 

「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 

http://www.jma.go.jp/jma/


END 
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 気象庁は的確な気象情報を提供することによって、自然
災害の軽減、国民生活の向上、交通安全の確保、産業の発
展などを実現することを任務としています。また、世界で
も先進的な気象機関として、気象業務に関する国際協力も
行っています。 
 
 このため、気象庁は、常に最新の科学技術を駆使するこ
とによって気象業務の技術基盤を確立し、利用目的に応じ
た分かりやすい気象情報の作成・提供を行っていきます。
また、気象庁のサービスに対する利用者の皆様からの声を
基に評価を行い、技術開発を進め、新しいサービスを計
画・実現していきます。  

おわりに  －気象庁の任務－ 

気象庁HPより 

http://www.jma.go.jp/jma/
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	8 ・尋常でない大雨や津波など、命に関わる非常事態が迫っていることをお知らせする情報。 ・災害の起こるおそれを、「注意報」、「警報」、「特別警報」の３段階の情報体系で伝える。 ・特別警報が出た場合には、住民は直ちに地元市町村の避難情報に従う等適切な行動を。 イメージ 警報 入山規制等 平常 ３ｍ超 １～３ｍ 内陸まで影響が及ぶ大津波のおそれが大きいときに発表 居住地域に影響が及ぶ噴石や火砕流のおそれが大きいときに発表 噴火 津波 020040060080010001200140016000:0012:000:0012:00数十年に一度の大雨となるおそれが大きいときに発表 大雨 警報を発表 その後も降り続き、降水量が警報基準を大きく超えるような大雨 降 水 量 特別警報 特別警報とは （平成25年8月30日運用開始） 
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	9 表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁HPに掲載 現象の種類 基準 大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合 暴風 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により 暴風が吹くと予想される場合 高潮 高潮になると予想される場合 波浪 高波になると予想される場合  暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合 大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 ◎数十年に一度の大雨などが予想された場合に特別警報を発表 気象に関する特別警報の発表基準 
	9 表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の客観的な指標は気象庁HPに掲載 現象の種類 基準 大雨 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合 暴風 数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により 暴風が吹くと予想される場合 高潮 高潮になると予想される場合 波浪 高波になると予想される場合  暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合 大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 ◎数十年に一度の大雨などが予想された場合に特別警報を発表 気象に関する特別警報の発表基準 
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	10 雨を要因とする特別警報の指標 ・以下①又は②いずれかを満たすと予想され、かつ、 ・更に雨が降り続くと予想される 場合に、大雨特別警報を発表します。 ① 48時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度の値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲内で50格子以上出現。 ② 3時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度の値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲内で10格子以上出現（ただし、3時間降水量が150mm※2以上となった格子のみをカウント対象とする）。 土壌雨量指数※１：降った雨が地下の土壌中に貯まっている状態を表す値。この値が大きいほど、土砂災害発生の危険性が高い。  3時間降水量150mm ※２ ：1時間50mmの雨（滝のようにゴーゴー降る、非常に激しい雨）が3時間続くことに相当。 
	10 雨を要因とする特別警報の指標 ・以下①又は②いずれかを満たすと予想され、かつ、 ・更に雨が降り続くと予想される 場合に、大雨特別警報を発表します。 ① 48時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度の値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲内で50格子以上出現。 ② 3時間降水量及び土壌雨量指数※1において、50年に一度の値以上となった5km格子が、共に府県程度の広がりの範囲内で10格子以上出現（ただし、3時間降水量が150mm※2以上となった格子のみをカウント対象とする）。 土壌雨量指数※１：降った雨が地下の土壌中に貯まっている状態を表す値。この値が大きいほど、土砂災害発生の危険性が高い。  3時間降水量150mm ※２ ：1時間50mmの雨（滝のようにゴーゴー降る、非常に激しい雨）が3時間続くことに相当。 
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	命名相当※の被害をもたらした多くの事例が該当します。 （命名相当※：損壊家屋1,000棟程度以上、浸水家屋10,000棟程度以上） 11 雨を要因とする特別警報の指標を満たす主な事例 
	命名相当※の被害をもたらした多くの事例が該当します。 （命名相当※：損壊家屋1,000棟程度以上、浸水家屋10,000棟程度以上） 11 雨を要因とする特別警報の指標を満たす主な事例 
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	12 「伊勢湾台風」級の異常な台風に伴う特別警報 （大雨、暴風、高潮、波浪） 高潮等による被害の状況 （出典：伊勢湾台風災害誌（名古屋市）） 上陸時の中心気圧が低い台風   1位 室戸台風（中心気圧911.6hPa、昭和9年）   2位 枕崎台風（中心気圧916.1hPa、昭和20年）   3位 第2室戸台風（中心気圧925hPa、昭和36年）   4位 伊勢湾台風（中心気圧929hPa、昭和34年）   5位 平成5年台風第13号（中心気圧930hPa、平成5年） （伊勢湾台風再現イメージ） 「伊勢湾台風」（昭和34年9月） 389cm（名古屋港、観測史上1位） 熊野灘での最大波高10m以上（推定） トップクラスの勢力 立っていられないくらいの猛烈な風 最大風速45.4m/s（伊良湖） 最大瞬間風速55.3m/s （伊良湖） 4mの高潮、10mの高波 「伊勢湾台風」級の台風が来襲する地域に、大雨、暴風、高潮、波浪の特別警報を発表します。 未曽有の被害 死者・行方不明者5,000人以上 負傷者30,000人以上 全半壊15万棟以上 床上浸水15万棟以上 
	12 「伊勢湾台風」級の異常な台風に伴う特別警報 （大雨、暴風、高潮、波浪） 高潮等による被害の状況 （出典：伊勢湾台風災害誌（名古屋市）） 上陸時の中心気圧が低い台風   1位 室戸台風（中心気圧911.6hPa、昭和9年）   2位 枕崎台風（中心気圧916.1hPa、昭和20年）   3位 第2室戸台風（中心気圧925hPa、昭和36年）   4位 伊勢湾台風（中心気圧929hPa、昭和34年）   5位 平成5年台風第13号（中心気圧930hPa、平成5年） （伊勢湾台風再現イメージ） 「伊勢湾台風」（昭和34年9月） 389cm（名古屋港、観測史上1位） 熊野灘での最大波高10m以上（推定） トップクラスの勢力 立っていられないくらいの猛烈な風 最大風速45.4m/s（伊良湖） 最大瞬間風速55.3m/s （伊良湖） 4mの高潮、10mの高波 「伊勢湾台風」級の台風が来襲する地域に、大雨、暴風、高潮、波浪の特別警報を発表します。 未曽有の被害 死者・行方不明者5,000人以上 負傷者30,000人以上 全半壊15万棟以上 床上浸水15万棟以上 
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	13 雪を要因とする特別警報  府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深となり、かつ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続くと予想される場合に、大雪特別警報を発表します。 （注）50年に一度の積雪深の値が小さな地域については、既往最深積雪の値なども用いて指標を設定する。 昭和38年1月豪雪 昭和56年豪雪 死者・行方不明者 231人 住家全半壊 1,735棟 床上・床下浸水 6,978棟 指標を満たす主な事例 死者・行方不明者 152人 住家全半壊 466棟 床上・床下浸水 8,097棟 各地点における50年に 一度の積雪深の値（cm） 0-50 51-100 101-200 201-350 351-550 データ不足のため、50年に一度の値が算出できない地点 
	13 雪を要因とする特別警報  府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深となり、かつ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続くと予想される場合に、大雪特別警報を発表します。 （注）50年に一度の積雪深の値が小さな地域については、既往最深積雪の値なども用いて指標を設定する。 昭和38年1月豪雪 昭和56年豪雪 死者・行方不明者 231人 住家全半壊 1,735棟 床上・床下浸水 6,978棟 指標を満たす主な事例 死者・行方不明者 152人 住家全半壊 466棟 床上・床下浸水 8,097棟 各地点における50年に 一度の積雪深の値（cm） 0-50 51-100 101-200 201-350 351-550 データ不足のため、50年に一度の値が算出できない地点 
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	14 気象に関する特別警報発表事例 平成26年9月16日5時5分 京都府、滋賀県、福井県に 大雨特別警報を発表 （運用開始後初） 平成25年 台風第18号 平成25年9月16日18時までの24時間降水量（解析雨量） 0100200300010203040500時 3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時 24時 3時 6時 9時 12時 1時間降水量（ミリ） 積算降水量（ミリ） 一時間降水量（ミリ） 積算降水量（ミリ） 大雨特別警報 16日5：05 大雨警報 15日18:48 滋賀県大津市南部 ９月１６日０３時 16日8時前、愛知県豊橋市付近に上陸 大雨注意報 15日13:54 【気象に関する特別警報発表事例】 平成25年9月 京都府・滋賀県・福井県（平成25年台風第18号に伴う大雨） 平成26年7月 沖縄県（平成26年台風第8号に伴う暴風・波浪・高潮・大雨） 平成26年8月 三重県（平成26年台風第11号に伴う大雨） 平成26年9月 北海道（大気不安定に伴う大雨） 15日00時～16日24時 9月の月平年値との比 園部234% (京都府南丹市) 信楽197% (滋賀県甲賀市) 
	14 気象に関する特別警報発表事例 平成26年9月16日5時5分 京都府、滋賀県、福井県に 大雨特別警報を発表 （運用開始後初） 平成25年 台風第18号 平成25年9月16日18時までの24時間降水量（解析雨量） 0100200300010203040500時 3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時 24時 3時 6時 9時 12時 1時間降水量（ミリ） 積算降水量（ミリ） 一時間降水量（ミリ） 積算降水量（ミリ） 大雨特別警報 16日5：05 大雨警報 15日18:48 滋賀県大津市南部 ９月１６日０３時 16日8時前、愛知県豊橋市付近に上陸 大雨注意報 15日13:54 【気象に関する特別警報発表事例】 平成25年9月 京都府・滋賀県・福井県（平成25年台風第18号に伴う大雨） 平成26年7月 沖縄県（平成26年台風第8号に伴う暴風・波浪・高潮・大雨） 平成26年8月 三重県（平成26年台風第11号に伴う大雨） 平成26年9月 北海道（大気不安定に伴う大雨） 15日00時～16日24時 9月の月平年値との比 園部234% (京都府南丹市) 信楽197% (滋賀県甲賀市) 
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	15 約１日程度前 大雨の可能性が 高くなる 半日～数時間前 大雨始まる 数時間前 ～２時間程度前 強さ増す 大雨が一層 激しくなる 広い範囲で 数十年に一度の 大雨 ・担当職員の連絡態勢確立 ・気象情報や雨量の状況を収集 ・注意呼びかけ ・警戒すべき区域の巡回 ・避難場所の準備・開設 ・必要地域に避難準備情報 ・応急対応態勢確立 ・必要地域に避難勧告 ・避難呼びかけ 市町村の対応 ・特別警報が発表され非常に危険な状況であることの住民への周知 ・警報の住民への周知 ・必要地域に避難指示 ・直ちに最善を尽くして 身を守るよう住民に呼びかけ 気象情報･空の変化に注意 •気象情報や外の様子に注意 •非常用品や避難場所、避難ルートを確認 •窓や雨戸など家の外の点検 自治体が発表する避難に関する情報に留意し、必要に応じ速やかに避難 直ちに地元市町村の避難情報に従う等適切な行動を 避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は、 家の中でも２階などの安全な場所にとどまる。 ｢住居の位置｣や｢住居の構造｣、 ｢既に浸水が生じている状況なのか否か｣ によって｢自宅外避難｣の必要性は異なり ますので、冷静な判断が重要です。 災害
	15 約１日程度前 大雨の可能性が 高くなる 半日～数時間前 大雨始まる 数時間前 ～２時間程度前 強さ増す 大雨が一層 激しくなる 広い範囲で 数十年に一度の 大雨 ・担当職員の連絡態勢確立 ・気象情報や雨量の状況を収集 ・注意呼びかけ ・警戒すべき区域の巡回 ・避難場所の準備・開設 ・必要地域に避難準備情報 ・応急対応態勢確立 ・必要地域に避難勧告 ・避難呼びかけ 市町村の対応 ・特別警報が発表され非常に危険な状況であることの住民への周知 ・警報の住民への周知 ・必要地域に避難指示 ・直ちに最善を尽くして 身を守るよう住民に呼びかけ 気象情報･空の変化に注意 •気象情報や外の様子に注意 •非常用品や避難場所、避難ルートを確認 •窓や雨戸など家の外の点検 自治体が発表する避難に関する情報に留意し、必要に応じ速やかに避難 直ちに地元市町村の避難情報に従う等適切な行動を 避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は、 家の中でも２階などの安全な場所にとどまる。 ｢住居の位置｣や｢住居の構造｣、 ｢既に浸水が生じている状況なのか否か｣ によって｢自宅外避難｣の必要性は異なり ますので、冷静な判断が重要です。 災害
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	段階的に発表される防災気象情報 竜巻注意情報 記録的短時間 大雨情報 16 週間天気予報 土砂災害警戒情報 天気予報 気象警報・注意報 （大雨に関する）○○県気象情報 台風に関する気象情報（台風予報） 1時間前 3時間前 3日前 5日前 1週間前 随時に発表 （大雨）特別警報 災害につながるような 気象（現象）の発生が予想 される場合 定期的に発表 天気分布予報 ナウキャスト （降水・雷・竜巻） 降水短時間予報 指定河川洪水予報 
	段階的に発表される防災気象情報 竜巻注意情報 記録的短時間 大雨情報 16 週間天気予報 土砂災害警戒情報 天気予報 気象警報・注意報 （大雨に関する）○○県気象情報 台風に関する気象情報（台風予報） 1時間前 3時間前 3日前 5日前 1週間前 随時に発表 （大雨）特別警報 災害につながるような 気象（現象）の発生が予想 される場合 定期的に発表 天気分布予報 ナウキャスト （降水・雷・竜巻） 降水短時間予報 指定河川洪水予報 
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	17 ブロッキング 低気圧 台風 前線 集中豪雨 積乱雲 竜巻 １分 １時間 １日 １週間 100m 1km 10km 100km 1000km 10000km ［空間スケール］ ［時間スケール］ 高気圧 大気中の現象（擾乱）等の現象は特有の空間・時間スケールを持っている 小さな規模の現象はより大きな規模の現象の一部となっており、その影響を受けている ダウンバースト 空間的・時間的に規模の小さな現象ほど、 いつ・どこで発生するか予測することは困難 天気図で表せる レーダーで 観測できる 数値予報で予測可能 運動学的手法が効果的 数百キロ程度の領域のどこかで 発生することは数値予報で予測可能 現象のスケールとそれに応じた予測手法 
	17 ブロッキング 低気圧 台風 前線 集中豪雨 積乱雲 竜巻 １分 １時間 １日 １週間 100m 1km 10km 100km 1000km 10000km ［空間スケール］ ［時間スケール］ 高気圧 大気中の現象（擾乱）等の現象は特有の空間・時間スケールを持っている 小さな規模の現象はより大きな規模の現象の一部となっており、その影響を受けている ダウンバースト 空間的・時間的に規模の小さな現象ほど、 いつ・どこで発生するか予測することは困難 天気図で表せる レーダーで 観測できる 数値予報で予測可能 運動学的手法が効果的 数百キロ程度の領域のどこかで 発生することは数値予報で予測可能 現象のスケールとそれに応じた予測手法 

	18 局地モデル •日本周辺の気象の予測 •水平解像度2km、鉛直60層 •1日24回9時間予報 •側面境界値 メソモデル メソモデル •日本周辺の気象の予測 •水平解像度5km、鉛直50層 •1日8回、39時間予報 •側面境界値 全球モデル 全球モデル •地球全体の気象の予測 •水平解像度20ｋｍ、鉛直100層 •1日4回、84-264時間予報 一般的に格子間隔の５～８倍のスケールの現象を表現することができる。 気象庁の数値予報 
	18 局地モデル •日本周辺の気象の予測 •水平解像度2km、鉛直60層 •1日24回9時間予報 •側面境界値 メソモデル メソモデル •日本周辺の気象の予測 •水平解像度5km、鉛直50層 •1日8回、39時間予報 •側面境界値 全球モデル 全球モデル •地球全体の気象の予測 •水平解像度20ｋｍ、鉛直100層 •1日4回、84-264時間予報 一般的に格子間隔の５～８倍のスケールの現象を表現することができる。 気象庁の数値予報 
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	19 発達した積乱雲に伴う災害 積乱雲（入道雲）の下では、竜巻・雷・強い雨が発生し 大きな被害につながります 
	19 発達した積乱雲に伴う災害 積乱雲（入道雲）の下では、竜巻・雷・強い雨が発生し 大きな被害につながります 
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	地域により発生確認数の違いがありますが、北海道から沖縄にかけて広く確認されており、日本のいずれの場所でも竜巻などの激しい突風の発生する可能性があるといえます。 竜巻分布図 
	地域により発生確認数の違いがありますが、北海道から沖縄にかけて広く確認されており、日本のいずれの場所でも竜巻などの激しい突風の発生する可能性があるといえます。 竜巻分布図 
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	21 急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 地上観測 高層気象観測 レーダー □アメダス □国交省 □自治体 雨量計約10,000台 地上観測156地点 気象庁 20基 国交省 XRAIN 35(+3)基 ラジオゾンデ16か所 ウィンドプロファイラ33か所 雷監視システム 
	21 急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 地上観測 高層気象観測 レーダー □アメダス □国交省 □自治体 雨量計約10,000台 地上観測156地点 気象庁 20基 国交省 XRAIN 35(+3)基 ラジオゾンデ16か所 ウィンドプロファイラ33か所 雷監視システム 

	22 急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 栃木県竜巻注意情報 第１号 平成２５年６月２２日１４時５４分 宇都宮地方気象台発表  栃木県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。  空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。  この情報は、２２日１６時００分まで有効です。 
	22 急な大雨、雷、竜巻等の突風から身を守るための情報 栃木県竜巻注意情報 第１号 平成２５年６月２２日１４時５４分 宇都宮地方気象台発表  栃木県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。  空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。  この情報は、２２日１６時００分まで有効です。 

	23 目撃情報を活用しない場合の情報文 （現行の竜巻注意情報と同じ） 目撃情報を活用する場合の情報文 ○○県竜巻注意情報 第○号 平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地方気象台発表   ○○県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。       空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 この情報は、△日１３時５０分まで有効です。 ○○県竜巻注意情報 第○号 平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地方気象台発表   【目撃情報あり】○○県南部で竜巻などの激しい突風が発生したとみられます。 ○○県は、竜巻などの激しい突風が発生するおそれが非常に高まっています。   空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 この情報は、△日１３時５０分まで有効です。 目撃情報を活用した竜巻注意情報 （平成26年9月2日から開始） 
	23 目撃情報を活用しない場合の情報文 （現行の竜巻注意情報と同じ） 目撃情報を活用する場合の情報文 ○○県竜巻注意情報 第○号 平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地方気象台発表   ○○県は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状況になっています。       空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 この情報は、△日１３時５０分まで有効です。 ○○県竜巻注意情報 第○号 平成２×年○月△日１２時３５分 ○○地方気象台発表   【目撃情報あり】○○県南部で竜巻などの激しい突風が発生したとみられます。 ○○県は、竜巻などの激しい突風が発生するおそれが非常に高まっています。   空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。 この情報は、△日１３時５０分まで有効です。 目撃情報を活用した竜巻注意情報 （平成26年9月2日から開始） 
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	高解像度降水ナウキャスト （平成26年8月から提供開始） 24 広島市の被災地 刻々と近づいてくる雨雲の様子と１時間先までの予想がわかります。 スマホ版もあります!  
	高解像度降水ナウキャスト （平成26年8月から提供開始） 24 広島市の被災地 刻々と近づいてくる雨雲の様子と１時間先までの予想がわかります。 スマホ版もあります!  
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	高解像度降水ナウキャストでは、ボタンの選択により30分先までの強雨の移動域や、竜巻発生確度２または雷活動度４の領域を同時に表示できる。 高解像度降水ナウキャスト （平成26年8月から提供開始） 25 
	高解像度降水ナウキャストでは、ボタンの選択により30分先までの強雨の移動域や、竜巻発生確度２または雷活動度４の領域を同時に表示できる。 高解像度降水ナウキャスト （平成26年8月から提供開始） 25 
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	26 土砂災害警戒情報・土砂災害警戒判定メッシュ情報 土砂災害の危険度が非常に高まった市町村に対して、都道府県と気象庁が共同で発表。 危険度が高まっている領域は「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で確認してください。  
	26 土砂災害警戒情報・土砂災害警戒判定メッシュ情報 土砂災害の危険度が非常に高まった市町村に対して、都道府県と気象庁が共同で発表。 危険度が高まっている領域は「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で確認してください。  
	Figure
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	27 土砂災害警戒判定メッシュ情報・土砂災害警戒区域等 土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等出典： 土砂災害ポータルひろしま（http://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/portal/map/kiken.aspx）の図に着色 ＋ ＝ ＋ ＝ 素因 誘因 高     危険度      低   土砂災害警戒情報や大雨警報が発表されたときは、「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で 詳細を確認してください。  特に、土砂災害警戒情報や大雨警報の基準を超過しているなど、土砂災害の危険度が 高まっているメッシュ内の土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等（状況に応じて周辺区域 を含む）にお住まいの方は、早め早めの避難行動をとってください。  土砂災害の危険度の高まり  実況で土砂災害警戒情報の基準を超過  予想で土砂災害警戒情報の基準を超過 実況または予想で大雨警報の基準を超過 実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準を超過 実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準未満 内閣府ガイドライン（P31～P37）において、 メッシュ内の土砂災害危険箇所・警戒区域等を対象に 発令を検討することとされている
	27 土砂災害警戒判定メッシュ情報・土砂災害警戒区域等 土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等出典： 土砂災害ポータルひろしま（http://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/portal/map/kiken.aspx）の図に着色 ＋ ＝ ＋ ＝ 素因 誘因 高     危険度      低   土砂災害警戒情報や大雨警報が発表されたときは、「土砂災害警戒判定メッシュ情報」で 詳細を確認してください。  特に、土砂災害警戒情報や大雨警報の基準を超過しているなど、土砂災害の危険度が 高まっているメッシュ内の土砂災害危険箇所・土砂災害警戒区域等（状況に応じて周辺区域 を含む）にお住まいの方は、早め早めの避難行動をとってください。  土砂災害の危険度の高まり  実況で土砂災害警戒情報の基準を超過  予想で土砂災害警戒情報の基準を超過 実況または予想で大雨警報の基準を超過 実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準を超過 実況または予想で大雨注意報の土壌雨量指数基準未満 内閣府ガイドライン（P31～P37）において、 メッシュ内の土砂災害危険箇所・警戒区域等を対象に 発令を検討することとされている
	Figure
	Link


	台風と進路予報 28  平成２６年 台風第１１号 台風進路予報誤差の経年変化 
	台風と進路予報 28  平成２６年 台風第１１号 台風進路予報誤差の経年変化 
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	台風と進路予報 29 2014 年（平成 26 年）の台風経路図   経路の両端の●と■は台風（第 1 号～第 23 号）の発生位置と消滅位置。 数字は台風番号を示す。  
	台風と進路予報 29 2014 年（平成 26 年）の台風経路図   経路の両端の●と■は台風（第 1 号～第 23 号）の発生位置と消滅位置。 数字は台風番号を示す。  
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	30 気象台が発表する防災気象情報の市町村への伝達 気象庁 ホームページ 報道機関 都道府県等 防災関係機関 気象庁本庁 市町村・消防本部など 民間気象事業者 通信事業者 地方公共団体 大学・研究機関 企業施設など 国民 （インターネット） 専用線 都道府県等 連携機関 気象庁の 法定伝達義務を 果たすための仕組み インター ネット経由 NTT-FAX オンライン オンライン J-ALERT 総務省消防庁 地方気象台等 警報・注意報 など 専用線 民間気象業務 支援センター オンライン 本庁または 地方気象台等経由 １７７ 電話サービス インターネット経由 （id管理） 防災情報 提供システム 防災情報 提供システム 警報・注意報、気象情報等は都道府県、NTTを通じて伝達されるほか、J-ＡＬＥＲＴや報道機関を通じて入手することができます。 防災情報提供システムや気象庁ホームページでは、必要な情報を閲覧することができます。 
	30 気象台が発表する防災気象情報の市町村への伝達 気象庁 ホームページ 報道機関 都道府県等 防災関係機関 気象庁本庁 市町村・消防本部など 民間気象事業者 通信事業者 地方公共団体 大学・研究機関 企業施設など 国民 （インターネット） 専用線 都道府県等 連携機関 気象庁の 法定伝達義務を 果たすための仕組み インター ネット経由 NTT-FAX オンライン オンライン J-ALERT 総務省消防庁 地方気象台等 警報・注意報 など 専用線 民間気象業務 支援センター オンライン 本庁または 地方気象台等経由 １７７ 電話サービス インターネット経由 （id管理） 防災情報 提供システム 防災情報 提供システム 警報・注意報、気象情報等は都道府県、NTTを通じて伝達されるほか、J-ＡＬＥＲＴや報道機関を通じて入手することができます。 防災情報提供システムや気象庁ホームページでは、必要な情報を閲覧することができます。 
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	31 自分の命を守るための防災情報の入手 このほかにも 民間気象会社等が運営するサイトで見られます 気象庁ホームページhttp://www.jma.go.jp/ 国土交通省 防災情報提供センター 携帯電話サイトhttp://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html 降水、雷、竜巻発生確度ナウキャストも見ることができます。 
	31 自分の命を守るための防災情報の入手 このほかにも 民間気象会社等が運営するサイトで見られます 気象庁ホームページhttp://www.jma.go.jp/ 国土交通省 防災情報提供センター 携帯電話サイトhttp://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html 降水、雷、竜巻発生確度ナウキャストも見ることができます。 
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	32   １ 「避難」に関する考え方をあらためて整理  → 災害種別毎に「避難が必要な区域」の考え方を示した。 ２ 避難勧告等の判断基準をわかりやすく設定  → 避難勧告等の判断のために「参照する情報」を具体的に示した。 ３ 市町村の防災体制の考え方を例示 ４ 避難行動について住民に認識してもらう仕組を提案 内閣府「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」 http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/guideline/guideline_2014.html 市町村が避難勧告等の基準を検討するには防災関係機関との調整が必要であることから、1～2年を目処に見直しを求めることとする。 今後の運用実態等を踏まえ、必要に応じてガイドラインを修正する。 今後の予定 主な変更点 主な経緯 
	32   １ 「避難」に関する考え方をあらためて整理  → 災害種別毎に「避難が必要な区域」の考え方を示した。 ２ 避難勧告等の判断基準をわかりやすく設定  → 避難勧告等の判断のために「参照する情報」を具体的に示した。 ３ 市町村の防災体制の考え方を例示 ４ 避難行動について住民に認識してもらう仕組を提案 内閣府「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」 http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/guideline/guideline_2014.html 市町村が避難勧告等の基準を検討するには防災関係機関との調整が必要であることから、1～2年を目処に見直しを求めることとする。 今後の運用実態等を踏まえ、必要に応じてガイドラインを修正する。 今後の予定 主な変更点 主な経緯 
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	33 新たなステージに対応した防災・減災のあり方 「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 
	33 新たなステージに対応した防災・減災のあり方 「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 
	Figure
	Link


	34 新たなステージに対応した防災・減災のあり方 「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 
	34 新たなステージに対応した防災・減災のあり方 「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」の公表について（H27.1.20)より 
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	END 35  気象庁は的確な気象情報を提供することによって、自然災害の軽減、国民生活の向上、交通安全の確保、産業の発展などを実現することを任務としています。また、世界でも先進的な気象機関として、気象業務に関する国際協力も行っています。   このため、気象庁は、常に最新の科学技術を駆使することによって気象業務の技術基盤を確立し、利用目的に応じた分かりやすい気象情報の作成・提供を行っていきます。また、気象庁のサービスに対する利用者の皆様からの声を基に評価を行い、技術開発を進め、新しいサービスを計画・実現していきます。  おわりに  －気象庁の任務－ 気象庁HPより 
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